
◆ ◆

混迷の時代に期待される教育と私立学校
―私学に求められる教育力・経営力・教員力の強化―

政権交代後の新たな教育政策をうけて様々な改革が進められ、公立高校無償化・私立高校への就学支援金制度

は私学助成と私学の生徒募集・学校経営等に影響を及ぼしている。公立高校授業料の実質無償化によって、保護

者が負担する学納金の公私間格差はさらに拡がり、授業料軽減補助においては地域主権の名のもとに自治体間に

は新たな格差が生まれた。私学の自主性・独自性を脅かしかねない流れも見られる。授業料無償の公立中高一貫

教育校志向が高まれば私立中学校の生徒募集面が懸念される。今後は一括交付金制度と私学助成、教員資質向上

策、高校教育改革、学校間接続等の諸課題が浮上してくる。

本来、教育の受益者である生徒に自由な学校選択の道を閉ざすことがあってはならない。私学選択の新たな流

れを引き寄せるべく、各地域の私学は私立高校就学支援金を私学へ進む好機と捉え、保護者・生徒・中学校関係

者の理解を深め、それぞれの特色教育のさらなる充実発展に努めている。混迷の時代にこそ私立学校の真価と使

命が問われると言えよう。

本年度の研修会では、明日を担う子供たちを育み、私学の未来を拓くために必要な【教育力】【経営力】【教

員力】を探っていく。国と地方の情報を互いに発信・共有し、学校現場が直面する課題を語り合うことに主眼を

置いてプログラムを拡充、中央からの講演と情勢報告、兵庫県からの講演と報告等に加え、パネル・ディスカッ

ション、参加者による懇談・交流と分科会形式のグループ討議等の意見交換の場と学校視察を実施する。私学人

による忌憚のない意見・提言の発信と問題提起が期待される。

◆ ◆ 平成2３年6月２日(木)～３日(金)の2日間

◆ ◆ 兵庫県 神戸市 ANAクラウンプラザホテル神戸

〒650-0002 兵庫県神戸市中央区北野町1丁目【JR山陽新幹線新神戸駅直結】℡078-291-1121

※研修会に関するお問い合わせは、日本私学教育研究所(電話03-3222-1621)にお願いします。

◆ ◆ ２０0名

◆ ◆ 理事長，校長，副校長・教頭，事務長またはこれらに準ずる管理職の方

◆ ◆ 演 題 「公共性の教育―教育の受益者は誰か」

講 師 内 田 樹 （神戸女学院大学 名誉教授）
うち だ たつる
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兵 庫 県 ／ 神 戸 市
兵庫県私立中学高等学校連合会 ／ 日本私立中学高等学校連合会

研究のねらい

内田 樹（うちだ たつる） 1950年東京生まれ。1975年東京大学文学部仏文科卒。1982年東京都立大学人文科学研究科博

士課程中退。東京都立大学人文学部助手を経て、1990年より神戸女学院大学文学部総合文化学科助教授。1996年より同教授。

2011年3月退職。神戸女学院大学名誉教授、大阪市長特別顧問、昭和大学理事、多田塾甲南合気会師範、神戸女学院大学合気

道部・杖道会師範(合気道六段)。専門はフランス現代思想、武道論、教育論ほか。主著に｢ためらいの倫理学｣、｢レヴィナス

と愛の現象学｣、｢死と身体｣、｢映画の構造分析｣、｢寝ながら学べる構造主義｣、｢他者と死者｣、｢街場の教育論｣、｢街場の中

国論｣など。近著に｢武道的思考｣、｢街場のメディア論｣。『私家版・ユダヤ文化論』で第六回小林秀雄賞、2010年『日本辺境

論』で第三回新書大賞を受賞。



◆ ◆

【講演】6月2日

☆演 題 「教育政策と私学情勢」

☆講 師 吉 田 晋
日本私立中学高等学校連合会 会 長
財団法人日本私学教育研究所 理事長

【報告Ⅰ】6月2日 【報告Ⅲ】6月3日

☆テーマ ｢教育制度改革の動向と私学のあり方」 ☆テーマ ｢教育改革と私立学校―日私教研の使命―」

☆報告者 實 吉 幹 夫 ☆報告者 中 川 武 夫
日本私立中学高等学校連合会 教育制度委員長 財団法人日本私学教育研究所 所 長
財団法人日本私学教育研究所 副理事長

◆ ◆

【報告Ⅱ】6月2日

☆テーマ ｢兵庫県の私学振興」

☆報告者 清 澤 貞 二
兵庫県企画県民部管理局 教育課長

◆ ◆

【パネル･ディスカッション】6月2日

☆テーマ ｢混迷の時代に期待される教育と私立学校」

－私学に求められる教育力・経営力・教員力の強化ー

☆パネリスト 植 村 武 雄 小泉製麻株式会社 取締役社長

西 門 義 博 学校法人三田学園 理事長

鈴 木 康 之 水戸女子高等学校 理事長・校長

☆コーディネーター 野 原 明 文化学園大学杉並中学高等学校 特別顧問・名誉校長

◆ ◆

【意見交換会（全体会～分科会）】6月3日

☆メインテーマ ｢混迷の時代に期待される教育と私立学校」

－私学に求められる教育力・経営力・教員力の強化ー

【第1部】（グループ・ディスカッション）

A．学校経営分科会【テーマ…私学経営】 Ｂ．教育制度分科会【テーマ…教育制度改革】

☆重点テーマ ☆重点テーマ

①学校改革 ⑤高校教育改革

②生徒募集 ⑥学校間接続（中高一貫／高大接続・連携）

③特色教育 ⑦教育課程（新学習指導要領） ⑧学校評価

④教員育成・人材育成 ⑨高校就学支援金 ⑩その他

【第2部：全体会】

☆ 分科会報告 … 分科会の各グループ進行役による報告

☆ 意見交換会 … 分科会報告・研修会全体を受けて参加者による意見交換

★ 詳細は【研修会日程・プログラム】をご参照ください。

◆ ◆ 6月3日

① 神戸星城高等学校（商業科共学校） ＜神戸市須磨区＞

② 神戸海星女子学院中学高等学校（女子校） ＜神戸市灘区＞

③ 灘中学高等学校（男子校） ＜神戸市東灘区＞

中央からの講演・情勢報告～中高連・日私教研～

パネル･ディスカッション

参加者によるディスカッション

学校視察

開催県からの報告



◆ ◆

◆ ◆

１日目 ６月２日(木)9:00～19:00 受付、開会式、講演、基調講演、報告Ⅰ・Ⅱ、パネル・ディスカッション、教育懇談会

２日目 ６月３日(金)9:00～16:30 報告Ⅲ、意見交換会（分科会～全体会）、総括、学校視察

◇６月２日（木） 《会場 ： ＡＮＡクラウンプラザホテル神戸 10Ｆ ボールルーム３》
司会・講師紹介等：鈴 木 秀 一 財団法人日本私学教育研究所事務局長

09:00～09:30 受 付

09:30～10:00 開 会 式

◆主催者代表挨拶 吉 田 晋 財団法人日本私学教育研究所理事長

◆来賓祝辞 井 戸 敏 三 兵庫県知事

◆来賓祝辞 矢 田 立 郎 神戸市長

◆開催県代表挨拶 西 門 義 博 兵庫県私立中学高等学校連合会理事長

◆役員・専門委員紹介

◆研修会運営方針説明 實 吉 幹 夫 財団法人日本私学教育研究所私学経営専門委員長

10:00～11:00 講 演

◆演 題 「教育政策と私学情勢」

◆講 師 吉 田 晋 日本私立中学高等学校連合会会長
財団法人日本私学教育研究所理事長

11:00～12:30 基調講演

◆演 題 「公共性の教育－教育の受益者は誰か」

◆講 師 内 田 樹 神戸女学院大学名誉教授

12:30～13:30 昼 食

13:30～14:00 報 告 Ⅰ

◆テーマ 「教育制度改革の動向と私学のあり方」

◆報告者 實 吉 幹 夫 日本私立中学高等学校連合会教育制度委員長
財団法人日本私学教育研究所副理事長

14:00～14:30 報 告 Ⅱ

◆テーマ 「兵庫の私学振興」

◆報告者 清 澤 貞 二 兵庫県企画県民部管理局教育課長

14:30～17:00 パネル・ディスカッション

◆テーマ 「混迷の時代に期待される教育と私立学校」

－私学に求められる教育力・経営力・教員力の強化－

◆パネリスト 植 村 武 雄 小泉製麻株式会社取締役社長

西 門 義 博 学校法人三田学園理事長

鈴 木 康 之 水戸女子高等学校理事長・校長

◆コーディネーター 野 原 明 文化学園大学杉並中学高等学校特別顧問・名誉校長

17:30～19:00 教育懇談会 【懇談会会場：10Ｆ ボールルーム２】

１．開 会
２．主催者挨拶 山 中 幸 平 財団法人日本私学教育研究所副理事長
３．来 賓 挨 拶 兵 庫 県
４．乾 杯 中 川 武 夫 財団法人日本私学教育研究所所長

～（懇談）～
５．次年度開催県代表挨拶
６．閉 会

9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 1930 30 30 30 30 30

受 開 報 告
6月2日 講 演 パネル・

会 基調講演 昼 食 中 兵 教育懇談会
(木) 中高連会長 高 庫 ディスカッション

付 式 連 県

意見交換会 総
6月3日 （分科会～全体会）

昼 食 学 校 視 察
(金) 【テーマＡ】学校経営

【テーマＢ】教育制度 括

基 本 日 程

研修会日程・プログラム

報告
日
私
教
研



◇６月３日（金） 《会場 ： ＡＮＡクラウンプラザホテル神戸 10Ｆ ボールルーム２・３》
司会・講師紹介等：鈴 木 秀 一 財団法人日本私学教育研究所事務局長

09:00～9:30 報 告 Ⅲ

◆テーマ 「教育改革と私立学校 －日私教研の使命－」

◆報告者 中 川 武 夫 財団法人日本私学教育研究所所長

9:30～12:20 意見交換会 (分科会～全体会)

◆メインテ－マ 「混迷の時代に期待される教育と私立学校」―私学に求められる教育力・経営力・教員力の強化―

◆モデレーター(総合進行役) 木 内 秀 樹 東京成徳大学中学高等学校校長

◆ファシリテーター(世話役) 長 塚 篤 夫 順天中学高等学校校長【世話役代表】

實 吉 幹 夫 東京女子学園中学高等学校理事長・校長

熊 見 一 郎 神戸星城高等学校理事長・校長

鈴 木 康 之 水戸女子高等学校理事長・校長

真 城 義 麿 大谷中学高等学校前校長

新 田 光之助 筑陽学園中学高等学校理事長・高校長

野 原 明 文化学園大学杉並中学高等学校名誉校長

中 川 武 夫 財団法人日本私学教育研究所所長

(9:30～10:50) １．分科会 （グループ・ディスカッション）

Ａ．学校経営分科会【テーマ：私学経営】

☆重点テーマ ①学校改革、②生徒募集、③特色教育、④教員育成・人材育成

Ｂ．教育制度分科会【テーマ：教育制度改革】

☆重点テーマ ⑤高校教育改革、⑥学校間接続(中高一貫／高大接続・連携)、

⑦教育課程(新学習指導要領)、⑧学校評価、⑨高校就学支援金、⑩その他

《グループ・ディスカッション》

①～⑩の重点テーマを基にグループ編成（各10名）。

各グループの進行役・記録者・世話役が中心となり、重点テーマを中心に派生する課

題を討議する。

(11:10～12:20) ２．全体会

☆ 分科会報告 … 分科会の各グループ進行役による報告

☆ 意見交換会 … 分科会報告・研修会全体を受けて参加者による意見交換

12:20～12:30 総 括

實 吉 幹 夫 財団法人日本私学教育研究所私学経営専門委員長

12:30～13:30 昼 食

13:30～16:30 学校視察

① 神戸星城高等学校（商業科共学校）･･････････神戸市須磨区緑が丘1-12-1

② 神戸海星女子学院中学高等学校（女子校）････神戸市灘区青谷町2-7-1

③ 灘中学高等学校（男子校）･･････････････････神戸市東灘区魚崎北町8-5-1

(13:30～14:00) ホテル出発、バスで各学校へ

(14:00～16:00) 学校視察（学校概要説明、授業・施設設備見学等）

(16:00～16:30) バスで学校出発、新神戸駅（予定）にて解散



◆ ◆

内 田 樹（神戸女学院大学 名誉教授）

植 村 武 雄（小泉製麻株式会社 取締役社長）

清 澤 貞 二（兵庫県企画県民部管理局 教育課長）

西 門 義 博（学校法人三田学園 理事長）

吉 田 晋（富士見丘中学高等学校 理事長･校長）

中 川 武 夫（淑徳巣鴨中学高等学校 校長）

◆ ◆

實 吉 幹 夫（東京女子学園中学高等学校 理事長・校長）

長 塚 篤 夫（順天中学高等学校 校長）

熊 見 一 郎（神戸星城高等学校 理事長・校長）

鈴 木 康 之（水戸女子高等学校 理事長・校長）

木 内 秀 樹（東京成徳大学中学高等学校 校長）

真 城 義 麿（大谷中学高等学校 前校長）

新 田 光之助（筑陽学園中学高等学校 理事長・高校長）

野 原 明（文化学園大学杉並中学高等学校 特別顧問・名誉校長）

鈴 木 秀 一（財団法人日本私学教育研究所 事務局長）

1)申 込 下記の「参加申し込みの注意」をよくご覧になった上でお申し込みください。

2)申 込 先 「財団法人日本私学教育研究所 私学経営研修会担当」宛

〒102-0073 東京都千代田区九段北4-3-8 市ヶ谷ＵＮビル6階

電話 03(3222)1621 FAX 03(3222)1683

ホームページ http://www.shigaku.or.jp/

3)申込締切日 平成23年5月20日（金）必着

申し込みは先着順に受け付けますので募集人員をこえた場合は、期日前でも締め切らせて

いただくことがあります。

30,000円（昼食2回・教育懇談会費・学校視察費を含む。※宿泊費別）

参加申込書受付後、参加確認証をご本人宛にお送りいたしますので、研修会当日受付に

ご提示ください。

当研究所では、参加される先生方の個人情報は、厳重に管理・保護の上、その取扱いについては、法令その他の

規範を遵守し、細心の注意を払います。参加申込書にご記入いただく個人情報は、参加確認証および研修会参加の

ために必要な書類の送付、実施要項の名簿の作成、当研究所の研修会開催等の情報の送付、また何らかの理由で研

修会に参加される先生方に連絡する必要が生じた場合のみに利用いたします。

１．参加申込書に必要事項を記載の上、「日本私学教育研究所 私学経営研修会担当」宛にご郵送またはFAXして

ください。（申込後、２週間以内に確認証が届かない場合はお電話にてご確認ください。）

２．参加申込書受付後、「参加確認証」と「参加費等請求書（コンビニ払込用紙）」をお送りいたします。参加費は、

必ずこの払込用紙にて、指定されたコンビニエンスストアでお振り込みください。なお、参加費等の領収書は｢払

込受領証｣をもって代えさせていただきますので、大切に保管してください。

３．研修会への参加申込み後の変更・取り消しについては、必ず、FAXにて日本私学教育研究所へご連絡ください。

不参加の場合、返金の精算は研修会終了後約１カ月かかりますので、あらかじめご承知おきください。なお、

参加費振り込み後の場合は、事務手数料として1,000円を差し引いて返金いたしますのでご了承ください。また、

5月30日（月）以降に不参加の連絡があった場合、いったん納入された参加費は返金できません。研修会資料等

の発送をもって代えさせていただきます。

参加申込み方法

参加確認証

参加申し込みの注意

個人情報の取扱について

講師・指導員（順不同）

専門委員・客員研究員・指導員（順不同）

参 加 費

http://www.shigaku.or.jp/


１．宿泊の申し込みについて

「ANAクラウンプラザホテル神戸」（研修会場）のご予約を承ります。宿泊の申し込みは、「宿泊申込書」(参

加申込書の下欄)にご記入のうえ、「日本私学教育研究所 私学経営研修会担当」宛にご郵送またはＦＡＸでお申し

込みください。

申込内容確認後、「宿泊予約確認書」（参加確認証の下欄）を送付いたします。

お申し込みは先着順で受付いたします。部屋数に限りがありますので、申込締切日前に満室となった場合には、

期日前でも締め切らせていただくことがあります。

※個人情報に関しては、当研修会宿泊関連の情報以外の利用は一切いたしません。

ホテル名 部屋タイプ 料金（お一人様） 備 考

ANAクラウンプラザホテル神戸 シングル１名１室利用 １３，１００円 １泊・朝食付、税・サービス料込み

①朝食が不要の場合でも特別料金の為、ご返金できませんのでご了承ください。

②喫煙希望の方は、その旨ご記入ください。

禁煙室は先着順となります（喫煙室の消臭処理となる場合があります）。

③ツイン利用希望の方は、備考欄にその旨と同室者のお名前もご記入ください。

④チェックイン15時、チェックアウト正午

２．宿泊代金のお支払い方法

宿泊代金は、ANAクラウンプラザホテル神戸にて、直接ご精算ください。

３．宿泊の変更・取り消しについて

必ず、ＦＡＸで日本私学教育研究所へご連絡ください。

取り消しの時期によっては、キャンセル料金が発生することがあります。

【お申込・お問い合せ先】

財団法人日本私学教育研究所 （私学経営研修会担当）
〒102-0073 東京都千代田区九段北4-3-8 市ヶ谷ＵＮビル6階

電話 03(3222)1621 FAX 03(3222)1683

URL http://www.shigaku.or.jp/

宿泊のご案内

http://www.shigaku.or.jp/


〒650-0002 神戸市中央区北野町1丁目 TEL.078-291-1121 FAX.078-291-1151

◆交通機関 ◇山陽新幹線・神戸市営地下鉄「新神戸駅」直結

◇関西国際空港より三宮まで：空港リムジンバスで70分 JR・阪神・阪急

◇神戸空港より三宮までポートライナー18分 三宮より市営地下鉄でひと駅

新幹線 新神戸駅から

◆お車でのご来場される場合

◇阪神高速道路 生田川ランプから車で3分、京橋ランプから車で4分。

注：駐車料金をご負担いただきます。

※詳細はANAクラウンプラザホテル神戸ホームページhttp://www.anacrowneplaza-kobe.jp/access/

をご覧ください。

会場（ＡＮＡクラウンプラザホテル神戸）のご案内

http://www.anacrowneplaza-kobe.jp/access/


財 団 法 人 日 本 私 学 教 育 研 究 所

FAX番号 03-3222-1683
【申込締切日：５月２０日（金）必着】

平成2３年度 全国私立中学高等学校

私学経営研修会 参加申込書 平成23年 月 日

（ふりがな） 男

① 参 加 者 氏 名

女

③

職② 学 校 名

名学校 1.中学校 2.高等学校 3.中高併設校 4.大学付属校
区分 A.男子校 B.女子校 C.共学校(含む男女別学校)

〒

④ 学 校 住 所

TEL （ ） FAX （ ）

⑤ 参 加 確 認 証 送 付 先 〒
※上記の参加者ご本人、または学校住所
以外への送付を希望する場合にご記入
ください。 （受取人氏名 ）

⑥ 参 加 者 連 絡 先 ※

※緊急の場合、確実に連絡がとれる携帯電話番号・自宅電話番号等をご記入ください。

⑦メール
アドレス ※今後、当研究所からの研修会のご案内等のメール配信をご希望の方は、メールアドレス（携帯電話のメールは不可）

をご記入ください。（過去に当研究所の研修会に参加し、申込書等にご記入いただいた方は、すでに登録されており
ますので、記入の必要はございません。アドレス変更の場合はご記入ください。）

⑧ 意見交換会【６／３(金)午前】の「重点テーマ」について

※下記「重点テーマ」から第1希望、第2希望のテーマを選んで、枠内の数字に○を付けてください。

１ ・ ２ ・ ３ １ ・ ２ ・ ３ 10 その他の希望テーマがあればご記入ください。

第１希望 ４ ・ ５ ・ ６ 第2希望 ４ ・ ５ ・ ６
７ ・ ８ ・ ９ ７ ・ ８ ・ ９

☆重点テーマ（グループ・ディスカッションの主テーマ）

１．学校改革 ２．生徒募集 ３．特色教育 ４．教員育成・人材育成 ５．高校教育改革
６．学校間接続（中高一貫／高大接続・連携） ７．教育課程（新学習指導要領） ８．学校評価
９．高校就学支援金 10．その他（上記にご記入ください）

※意見交換会（グループ・ディスカッション）のグループ分けの参考としますので、必ず第２希望までお選びください。原則、先着順と
しますが、調整の結果、必ずしも希望通りとならないこともあります。希望テーマのご記入がない場合、その他の希望テーマにご記入
の場合、グループ分けは当方で適宜調整いたします。

⑨ 学校視察【６／３(金)午後】の「視察先学校」について

☆下記「視察先学校」から第１希望、第２希望を選んで、枠内の数字に○を付けてください。

第 １．神戸星城高等学校(商業科共学校) 第 １．神戸星城高等学校(商業科共学校) ※不参加(○付↓）
１ ２２．神戸海星女子学院中学高等学校(女子校) ２．神戸海星女子学院中学高等学校(女子校)希 希
望 ３．灘中学高等学校(男子校) 望 ３．灘中学高等学校(男子校)

※視察先学校は必ず第2希望までお選びください。原則、先着順としますが、定員調整の結果、希望通りとならないこともあります。不参
加の場合は「不参加」欄に○をご記入ください。希望のご記入がない場合は不参加とさせて頂きます。(参加費用は同額です)

⑩ 通信欄（研修会で取りあげたい課題・事例等がございましたら、あわせてご記入ください。）

【宿泊申込書】 《ANAクラウンプラザホテル神戸》
「ANAクラウンプラザホテル神戸」宿泊希望の場合は、希望日の下欄に○をつけてください。

６月１日（水）《前泊》 ６月２日（木） 喫煙･禁煙(番号を○で囲んでください。)

宿 泊 日 1.喫煙室を希望 2.禁煙室を希望

3.どちらでもよい

※シングルルーム1名1室利用 ※禁煙室は先着順（喫煙室の消臭処理となる場合があります）。

[ 備 考 欄 ] ※ツイン利用希望の方は、その旨と同室者のお名前もご記入ください。

※郵送，FAXでお申し込みください。 受付番号
※複数名の参加の場合は、恐れ入りますが、本参加申込書をコピーしてご記入ください。


